


済

磨≡表料牽

‥壷≒



蓋石の石材は砂質凝灰岩で､これほどの大

きさのものは近隣では産出せず､遠隔地から

運ばれてきたものと推定されます｡

過去の盗掘によって崩された石室の構築材

と見られる板状の石材も見つかっています｡

表面には赤彩の

赤彩を施された石

た｡

藷警抜東灘

どまらず､

のもあり､埋葬主体が

も､東海地方屈指の古墳に汚＼さわしい内容で



前ページから

木曽川の渡河地点に位置するこの他は､古くから交

通の要衝として機能してきたと思われ､すでに弥生時

代には川湊(かわみなと)を思わせる資料が見つかっ

ていますo

弥生時代中期から後期にかけて､木曽川べりに半径

50mほどの円弧を描く溝で囲まれた空間が設けられ､

溝の中には土器がまとまって納められました｡これら

の土暑引ま､墓や祭祀の場で供えられるものであったり､

意図的に穴を開けるなど特殊なものです｡溝は川湊を

特別な空間として隔てるためのものだった可能性があ

ります｡ 溝の中から出土した弥生土器
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